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庄内地方における水稲直播栽培の初期生育

安定化に関する研究し第1報）

滝沢　洗・斉藤孝一・吉田　的

（山形県展試庄内分場）

1．　ま．え　が　き

水稲直播栽培での初期生育安定は裁培上の要点で，発

芽の斉一化は収量を左右し易い．中でも乾田直鉢栽培で

はその発芽が極めて不安定であるが，その点湛水直件は

前者にくらべてヤゝ安定している．従って乾田直橿栽培

を主体とした発芽の間魔について2・8の調査を取纏め

たので報告する．

2．　賦　験　方　法

乾田直樽での播種期の決定試験では早生アミノミノリ中

生オオトリ，晩生ギニ′マサリを供用し播種期は4月10日，

4月が日，4月乱目，5月10日の4段階とした．土蔵と

発芽の関係は土壌を卸噂，カ月，10■暮，5轟耳の7ルイで

選別し3用の覆土条件で検討した．なお土壌水分と発芽

の関係ではC上，エ′Cの5ヶ所の土壌について試験を行っ

た．履土と発芽の胸係ではオオトリを供用して捜・1二1－

3亡1の範囲で発芽の状況を調査した．乾田府体の海水時

期と初期生南との関係試験はオオトリを供用して2条－

6秦の範囲内で各条期別確水が初期生育に与える影晋を

地上部，地下部の両面から検討した．なか湛水虎播栽培

での発芽安定化の試験はオオトリを供養し排水程度忙よ

る床面の堅さと催芽の有無，ローラーの有無の関連等に

ついて検討した．

古．　試　膿　結　集

1．乾田直格での播種期の決定

乾田直播栽培では播種期の差によって出芽までの目数

の差が大きく出芽歩合も異っている．

本試験では1週間投請初を使用し4月10日（平均気温

9℃）－5月10日（14℃）の範囲内でその出芽の期間は

第1図の如く播種当時の平均気温約9●Cの場合別811●C

で18日は●Cで18日13℃で10日を要した．これは山形農武

本境の場合に類似している．これは気温の他に土壌水分

との相互関係によると考えられる．

なお，線種期の差によって成苗率は兵力凍1衣による

と低温下に播種された均合成苗率の低下が見られ4月訓

日経以降では比較的安定している．低温下の播種では成
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苗歩合が極めて悪lハが出

芽までの気温の上昇下降，

乾湿の繰返しによる腐敗

が原因しているものと解

せられる。斯様に温度上

昇に伴って出芽は早くし

かも揃い方は早い．しか

し5月10日格にもなると

第2衣で見られる様に収

蛤の各構成質素（－植松

枚数，完全粒数，稔実歩

合，－一棟重）に低下が見

ぶ　られる．従って安全性を

考慮して播種適期を検討
第1図　発芽后幼者2ehの伸

長に要する期聞

山形農試庄内分地

するならば平均気温で13

℃・－14℃と考えられる．
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第2図　乾田直播栽培における播種期と成宙歩合

Lll形農試庄内分場1減
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第1衣　　　線種期と収盈並に構成要素

平　 均　 一　 抵
主 得

一 樵 重

集 一 次

分 け つ

一 穂 重

平 可

一 概 重

成　　 熟　　 期 玄 米 重
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総 拉 数

完 全
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稔 実

歩 合
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ミク 如 日 防 ．3 卯 ．0 弟 ．0 1 ．7 0 ．9 1 ．5 75 ．6 18 ．7 4鐙 ．0 458 ．8 1∞
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謀）日 即 ．7 一弘．6 g 7．9 1 ．4 1 ．0 1 ．8 ’托．2 18 ．5 塙 ．4 499 ．8 118

リ 5 月 旭 日 4 7 ．3 40 ．5 8 5．6 1 ．4 1 ．1 1 ．3 ■汀．6 19 ．0 髄 ．0 5鵬 ．1 1釦

オ 4 月 10 日 訂 ．4 50 ．9 8 8 ．6 1 ．7 ー 1．7 7 6．1 16 ．5 4 15 ．8 嘲 ．8 1叩

オ 加 目 鴇 ．0 48 ．8 88 ．2 1 ．8 1 ．0 1 ．7 ～控．8 16 ．7 別 ．0 即 ．5 110

ト 即 日 47 ．3 4 1．1 86 ．8 1．5 － 1．5 拓 ．4 16．4 640 ．2 5 19 ．6 118

リ 5 月 旭 日

4 月 10 日

46 ．1 訂 ．2 8 ）．6 1．8 0 ．7 1 ．2 め ．9 16 ．9 7伍 ．6 弧 ．8 118

ギ 52 ．0 咽 ．6 87 ．1 1．8 1．4 1 ．6 7 乱9 17 ．4 4拓 ．6 4 釦．8 1叩

ニ／ 却 日 訪 ．7 47 ．1 8 4．6 1 ．6 0 ．9 1 ．5 鴎 ．4 17 ．8 蹟汀．6 5 17 ．1 1 12
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那 目 54 ．2 訓 ．6 98 ．2 1 ．5 1 ．5 81 ．0 16 ．1 刑 ．2 6 16．1 112

リ 5 月 10 日 盟 ．2 吸 ．6 8 1．5 1 ．4 1 ．4 76 ．8 16．8 饉訂．0 爪 ．1 1盟

2　乾田直鉾での発芽と土塊，水分，覆土の厚さが関

係するので検討した．土塊の場合第3図に見られる操に

土塊の細かい程発芽は良好である．土壌水分の関係では

認苧ぞlO bl mh
室温‰駄芋

第8図　乾田直搭栽培での土
塊と出芽の関係

山形農試庄内分場

第4図からすると重粘土

壌（宮曾根）では水分の

多い状態で発芽が艮く砂

質系では土壌水分のやや

少な目の方が出芽は艮く

その水分との関係で適応

巾が広くなっている，

覆土の厚さに関しては

残土が2－3亡■の地合1

用よカ成酋歩合，初期生

育（草丈，集令，分けつ，

生体重，乾物重）で優っ

てレヽる．

第4回　各土義の水分％（最大用水量に対する）と
出芽の関係　　　山形鳥獣l姫庄・内分損

なか，出芽の速度も早く1亡霊漫土よ少2日捏早くなる

傾向を見せた．しかし分けつは復土の浅い場合下位分け

つを含めて途中の基数を多くしてかカ，従って覆七は2

旬程度が適当の様である．

第2衣　　乾田直播貌培での覆土と出発生育の関係

成 苗

歩 合

増　 水　 期　 （ 6 月 11 日 ノ 出 芽

日 数

成　　 熟　　 期

草　 丈 秦　 令 分 け つ
却 ケ体

生 体重
乾物 重 乾物 率 悍　 長 樵　 長 樵　 数

l　 l e覆環 七

％ 亡■ 枚 ノ本 g g ％ 日 G■ fr 叫脚本

64．0 2 3．5 4．9 0．9 9．2 1．5 16．3 lb 79．0 16．5 別 ．1

2　 2 ぐれ覆土 64．0 ユ娘．8 5．8 1．1 10．0 1．7 17．0 14 76．5 17．1 糾 ．4

3　 8 cT 覆土 8 1．7 訪．1 5．6 1．1 1 1．0 1．8 16．3 14 77．8 17．3 t汀1．0

以上の結果を要約すると細七は出来るだけ細かい車を

可とし，土壌水分比重粘土で朗一冊％砂壌土系で亜一郎

％程度を必要とし覆土は2亡■程度が適当と考えられる．

a　乾田直騰畿塔における瀧水時期が初期生育に及ぼ

す影響

潅水時期の早晩によって初期生帝の様相は興って来る．

乾田期間が長いことに上って初期生育の様相は臭って来

る．乾田期間が長い撃によって地下部の伸長伸展は大き

く乾田直糠の特性が現れ易く逆に早期潅水は乾田直柵と

しての特性を失い易いとされているのでそれ等について

集期別潅水の影響を検討した．その結果収量面で4桑期

の潅水が最も艮く2桑時がそれに次ぎ6秦時灘水は悪く

なってレヽる．

その収量構成の最大の要因は椎数であって2集時の濯

水は湛水直播同様に分けつは過剰となカ有効茎率は宮妙

農試同様に劣ってかわ4美朋潅水エカも穂数は少ない．
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第3更　　乾田直播裁塔に於ける潮水時期と生育収量

垂　 数　 〟　 間
穂　　 数 有効 茎 率 出　 穂　 期 成 熟　 期

玄 米 重

KF6 月 14 日 6 月 か 日 7 月 11 日 7 月 18 日

1瀞 ．0 訂 1．3 5軸 ．7 5 82．5

〝闇 ■′ 月 ．日 l　 月．日 10 α当

似 ．0 n ．7 8．加 9．三好 514．5
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加 4．6 a 辺．5 粥 ．5 5（臥 3 郡 ．0 78．6 8．公 9．訃 一扮1．5
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第6図　乾田直播栽培における
潅水時期と初期生育

低く生育の遅延を来し

て樵教少なく減収とな

っている．

各地の報告によると

き秦朋の鞄水は初期生

育を悪くして減収の例

があるので7クリル製

ポットで根の状態を調

査した．その結果3集

期の海水は離乳期に相

当しているので急激な還元は稲体を衰弱せしめている．

特に根の伸長で3稟期潅水は2及び4来期潅水に比べて

初期は悪い・しかし次第にその回復が見られ帝水后即日

で他に追いついている．地上部の分けつの出現も連れが

ちで濯水后の稲の立直少が悪く葉色にもあらわれている．

これ等を線合してみると4桑期の潅水が合理的の厳であ

る・秋田農式の場合1桑期の海水が安定して多収となっ

てかわ宮城及び山形県内では4集を可としているので山

形を界として北では早期潜水南では4菓期潅水が過当の

様である．

1湛水直播栽培における発芽の安定化について

湛水直播栽培では播種された種子が不安定であるので

播種機Kp－ラーが取付けられているが，催芽種籾或は

無催芽によってp－ラー鎮圧の効果が異ると考えられる

のでその点を解明した・その結果はおよそ次の通力であ
る．

第4衣　湛水直播栽培でのローラーと催芽の関係

イ　成苗歩合

成 宙歩合

1 0 0枚播いた中

地衣 l C■以下に

た っ た 種 子

1 排水 8 日 ローラー催　 芽 伍．8 11

2　 ′　　 p －ラー無催芽 57．5 8

3 排水 1 日ロー ラー催　 芽 61．5 以

4　 ′　　 P － ラー無催芽 47．3 18

5 参考催芳 ロー ラー無　 し 8乱6 2

P　初期生育の比較（5月a日）

草 丈
】秦 令‡分 け

l つ

加　 コ　 体

生 体 重 乾 物重 乾 物 率

8 日排 水 催　 芽
仁義 故 本 g

4．9
g
0 ．9

■′
17．8 4 ．5 1．1 18．4

・　　 無 催 芽 16．2 4．0 0．8 4．0 0．7 17．5

1 日排 水 催　 芽 14．9 8．8 0．1 2．7 0．5 18．5

■　　 無 催芽 12．3 3．8 0 2 ．8 0．4 17．0

ハ　　成熟期調査と　収負

成　　 熟　　 期
事

有効茎率 出 穂　 期 成 熟　 期
玄 米 重

10 ♂ 当
同左比率

辞　　 長 樵　　 長 総　　 数

8　日 排 水 催　 芽
m■ er 曙I・」不こ ％ 月．日 月．日 晦 界
81．0 18．4 4％ 静．1 8 ．15 9 ．13 毘姓．9 l00

一　　　 無 催 芽 釦．7 18．4 414 α）．3 8 ．17 9 ．15 4位．0 ％
1 日 排 水 催　 芽 81．0 17．8 456 頸）．5 8 ．17 9 ．15 肌 ．5 餅）
′　　　 無 催 芽 叙）．0 17．7 勘1 m ．3 8 ．18 9 ．17 軌 ．9 75

即ち播床排水8日と1日とを比較すると成否歩合並び

に初期生育が優る・催芽と無催牙とを比較すれば明らか

に催芽が優っている・ローラーによって成苗率は低下す

るが・凧のため鎮圧を必要とすれば催牙排水が必賓と考
えられる．

4．　結　　　　論

乾田直搭栽培での初期生育安定化は直接収量に結びつ

いておれ発芽を主体に2，3の調査を取まとめたので

報告した．

1乾田直穐栽培での撫種期の決定

平均気温7℃－14℃の範囲内で低温程菖立悪く逆に播

種朋の遅くなるに伴って出芽日数短かく，しかも昔立は

極めて良好で多収に結ばれている．しかしその構成要素

には不安を伴っているので実際上播種期は平均気温は～

13●C程度と考えられる．

2　乾田直搭栽培での土塊，土壌水分，覆土と発芽の

関係

土塊の直径5－測一の範囲において細かいもの捏発芽

は艮好で，土壌水分による発芽の条件は土壌の種類によ

って異るが重粘土壌においては或程度水分の多い地合発

芽が艮く，砂質系ではやゝ乾燥状態の方が発芽良好の傾

向がある．なお覆土は2膚程度が艮く何れにしても細土．

の完全化覆土，鎮圧の条件が伴わなければ左らなレ．
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乾田直線奴塔にかける濯水時期と初期生育の関係

4集期の硬水が安定しており2乗期の潮水は湛水匠楢

に類似し易く乾田の特質が失われ易い・

1湛水直搭栽培における発等の安定

発芽の安定化の面から搭種床面の堅さ（排水程度）戎

は種軌の催芽程度の関係を検討した結果・床面の軟い機

工種籾の沈下が見られ成詰率を落した・催牙の効果は高

く，偽種后のローラーは特に床面の排水悪い吻合不合理

であるが種　の移動防止の目的からのローラ‾は床面か

適当を堅さ並びに催芽が有利であろう・

乾田直播における地力発現と養分吸収について

青柳栄助・渡辺信二・中川義一

（山　形　県　展　試）

1．　ま　え　が　善

乾田直播級培の合理的な施肥法を考える地合には・直

捧水稲の養分吸収の特徴徴把握することが必要であるが，

これを移植水稲と比較すると一層明確になってくるもわ

と思う．昨年行った直播および移植の試験から・各々の

養分吸収と地力発現の様相について検討を加えたので報

台する・

2．　試験　方　法

1．供試土壌，山形農試圃鍛

え　品　　種　オオトリ

栽植密度　直拝　釦憫X9・2亡■1別棟（3・3卿）

移植　盟．7ChX払・5m　鎚株（3・3伊）

第1衣　　供試条件及収量的／♂）

　 項 目

区 名

1 〃 － 0

〃　　　　　　　　 P 2 0 5　　 g 20　　 1欧生 物ん
備　　　　 考

基 肥 l　0 確 水 時　0 椿 肥　0 計

0二言

基　 肥 基　 肥 わ　 ら 玄　 米

0．8 1．0 41．9 ‾諒二8

全　　　 篇
2　 全　 丘　 基　 肥 1．2 0 0 1．2 ∫ 鴇．6 40．2

3　 ％　　 基　　 肥 0．8 0 ．6 0．3 1．2 ■ 67．5 54．1 ％　 追　 肥

4　 移　 植　 〃　 －　 0 0 0 0 0 芯．5 紗．2

5　 移　 植　 綴　 準 0．6 U 0．15 0．75 52．5 54．4

以下3のガ基肥宛追肥区と追肥区と称す・

さ．結果及び考嚢

第2表の如く〃－0は有効茎歩合は高いが・出総則側

聞および登熟期閲の長いことが特徴のようであるが・最

高茎の時期は直樽が1週間早く，且つ茎数も多かった・

以上の各区から潅水時，分けつ盛期・幼穂形成凱樵猟

期及成熟期に相当する時期に抜取少一無枚成分の吸収状

況について検討を加えたところ次のような特異性が謎め

られた．

第　　2　　弄

最　 高　 量 有 効 茎

－′

刈 取

月 日月． 日 融 3 が

L　 乾 直 〃 － 0 】且／ヤⅡ 1 ．脾 餅）．0 10 ．17

え　　 ′　 基　 肥 3 ／V Ⅱ 2 ，1亜 錦 ．2 9 ．訂

a　 ・ 追　 肥 ■ 2 ，14 4 66 ．7 10 ．6

も ．移 植 〃 一 0 別／ヤⅡ 812 釦 ．4 9 ．茄

已　 ・ 綴　 準 1壬レヤ Ⅱ 1 ，偶 67 ．7 9 ．2

〟含有率は第1図の如く直樽と移植を比較すると施肥

区の拗合は温水時丈け高く，以後低濃度に経過するよう
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